
特別記事

特
別
記
事

河
原
格
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

　
河
原
格
君
の
提
出
に
よ
る
『
医
師
の
説
明
と
患
者
の
同
意
の
法

理
』
の
構
成
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

第
1
章

　
第
1
節

　
第
2
節

　
第
3
節

　
第
4
節

　
第
5
節

第
2
章

　
第
1
節

　
第
2
節

　
第
3
節

　
第
4
節

説
明
義
務
の
分
類

　
我
が
国
で
の
説
明
義
務
の
分
類
の
問
題

　
ド
イ
ツ
で
の
説
明
の
分
類
の
問
題

　
癌
診
断
並
び
に
エ
イ
ズ
検
査

　
診
断
の
た
め
の
転
送
の
場
面

　
ド
イ
ツ
に
お
け
る
診
断
説
明
解
怠
に
よ
る
損
害
賠
償
請

　
求
権
の
根
拠

保
護
説
明

　
初
め
に

　
我
が
国
に
お
け
る
保
護
説
明
の
現
況

　
ド
イ
ツ
に
お
け
る
保
護
説
明
の
現
況

　
ま
と
め
ー
保
護
説
明
の
解
怠
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求

第
3
章

　
第
1
節

　
第
2
節

　
第
3
節

　
第
4
節

　
第
5
節

　
第
6
節

　
第
7
節

第
4
章

　
第
1
節

　
第
2
節

　
　
1

　
　
2

　
第
3
節

　
　
1

　
　
2

第
5
章

　
第
－
節

第
2
節

　
の
範
囲

同
　
意

　
同
意
の
位
置
づ
け

　
同
意
の
法
的
性
質

　
同
意
能
力

　
同
意
の
撤
回

　
意
思
の
欠
歓

　
緊
急
状
態
の
場
合

　
推
定
的
同
意

自
己
決
定
の
た
め
の
説
明

　
有
効
な
同
意
の
要
件
と
し
て
の
医
師
の
説
明

　
説
明
の
一
般
的
原
則

患
者
の
知
識

患
者
の
説
明
の
放
棄

　
自
己
決
定
の
た
め
の
説
明
の
種
類
並
び
に
方
法

経
過
説
明

保
護
説
明

自
己
決
定
の
た
め
の
説
明
義
務
の
法
的
位
置
づ
け

　
我
が
国
で
の
自
己
決
定
の
た
め
の
説
明
義
務
の
法
的
位

　
置
づ
け

　
ド
イ
ツ
に
お
け
る
自
己
決
定
の
た
め
の
説
明
義
務
の
法
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第
3
節

　
－
～
3

　
4
～
久
》

　
789～

1
0

的
位
置
づ
け

説
明
義
務
違
反
の
法
律
効
果

　
判
例
・
学
説
・
そ
の
検
討

　
保
護
領
域
論
か
ら
の
解
決
・
原
則
・
例
外

　
説
明
慨
怠
と
説
明
済
み
の
危
険
が
発
生
し
た
場
合
の

　
関
係

　
上
記
理
論
の
前
記
判
例
へ
の
適
用

　
ま
と
め
・
我
が
国
の
判
例
に
対
す
る
ヒ
記
理
論
の
適

　
　
　
　
　
　
用

第
6
章
　
証
明
責
任

　
第
1
節
　
仮
定
的
同
意

　
　
1
　
適
法
な
選
択
的
様
態
の
内
容

　
　
2
　
患
者
の
陳
述
・
厳
格
な
理
由
づ
け
義
務

　
第
2
節
　
因
果
関
係

　
　
－
　
因
果
関
係
の
存
在
の
問
題

　
　
2
　
累
積
的
因
果
関
係

　
　
3
　
説
明
解
怠
時
の
挙
証
責
任

第
7
章
　
診
療
記
録
作
成
義
務

　
第
1
節
　
診
療
記
録
作
成
の
意
味

　
第
2
節
　
診
療
記
録
作
成
義
務
の
有
無

　
第
3
節
　
診
療
記
録
作
成
義
務
解
怠
の
場
合
の
医
師
の
責
任

　
第
4
節
　
カ
ル
テ
に
対
す
る
患
者
の
閲
覧
権

第
8
章
　
説
明
義
務
解
怠
と
消
滅
時
効

　
第
1
節
　
我
が
国
に
お
け
る
消
滅
時
効
の
起
算
点
の
問
題

　
第
2
節
　
ド
イ
ツ
に
お
け
る
消
滅
時
効
の
起
算
点
の
問
題

　
第
3
節
　
説
明
義
務
解
怠
に
お
け
る
消
滅
時
効
の
起
算
点
の
ま
と

　
　
　
　
　
め

終
わ
り
に

審
査
報
告

　
　
1
　
論
文
の
主
題
と
内
容

　
河
原
格
君
提
出
の
本
論
文
は
、
全
体
と
し
て
四
〇
字
三
〇
行
の
原

稿
二
一
七
頁
（
二
〇
〇
字
原
稿
に
し
て
二
二
〇
〇
枚
）
に
あ
た
る
大

部
の
著
述
で
あ
る
。
論
者
の
従
来
の
研
究
成
果
と
し
て
は
、
慶
慮
義

塾
創
立
一
二
〇
年
記
念
論
文
集
（
第
3
章
第
3
節
）
、
法
学
研
究
五

五
巻
五
号
（
第
4
章
第
3
節
）
、
同
五
九
巻
五
号
（
第
6
章
第
1
節
）
、

損
害
保
険
研
究
四
四
巻
四
号
（
第
1
章
第
3
節
）
、
上
武
大
学
経
営

情
報
学
部
紀
要
八
号
（
第
3
章
第
3
節
）
、
同
六
号
（
第
3
章
第
7

節
）
、
同
九
号
（
第
4
章
第
3
節
）
、
年
報
医
事
法
学
七
（
第
5
章
第

3
節
）
等
に
発
表
し
た
諸
研
究
が
あ
る
。
論
者
は
従
前
よ
り
の
研
究

を
本
論
文
の
た
め
に
書
き
改
め
て
、
本
論
文
の
主
題
で
あ
る
医
師
の
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説
明
義
務
と
患
者
の
同
意
と
い
う
問
題
に
集
中
構
成
し
、
積
年
に
渡

る
論
者
の
医
事
法
研
究
の
成
果
を
こ
こ
に
集
大
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
本
論
文
の
主
た
る
テ
ー
マ
は
、
医
師
と
患
者
と
の
診
断
・
治
療
・

手
術
等
を
め
ぐ
る
法
律
関
係
に
お
け
る
基
本
的
な
課
題
と
し
て
、
患

者
に
対
す
る
医
師
の
側
の
説
明
義
務
と
医
師
に
対
す
る
患
者
側
の
同

意
と
の
法
的
意
味
な
い
し
相
互
の
法
的
関
係
を
理
論
的
に
解
明
す
る

こ
と
に
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
医
師
と
患
者
と
の
聞
に
は
、
通
常
は
診
断
・
治
療
に
つ

い
て
の
何
ら
か
の
合
意
　
　
診
療
契
約
1
が
締
結
さ
れ
（
例
外
的

に
は
緊
急
治
療
を
要
す
る
場
合
や
、
患
者
が
無
意
識
な
い
し
精
神
上

の
障
害
あ
る
場
合
と
か
意
思
能
力
を
欠
く
未
成
年
者
の
よ
う
な
場
合

に
は
、
事
務
管
理
の
成
立
あ
る
い
は
第
三
者
の
た
め
に
す
る
契
約
あ

る
い
は
代
理
人
に
よ
る
契
約
が
成
立
す
る
場
合
が
あ
る
）
、
医
師
は

こ
の
合
意
に
基
づ
い
て
、
そ
の
専
門
的
知
識
・
技
能
に
よ
り
患
者
を

診
断
・
治
療
す
る
。

　
こ
の
診
療
契
約
の
法
的
性
質
・
具
体
的
債
務
内
容
等
に
つ
い
て
は

周
知
の
よ
う
に
争
い
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
医
師
と
患
者
と
の
特
殊
の

信
頼
関
係
に
基
づ
く
継
続
的
な
関
係
で
あ
り
、
そ
の
直
接
の
動
機
が

患
者
の
健
康
・
生
命
・
自
由
と
い
う
基
本
的
な
人
格
的
利
益
の
保
護

に
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
こ
に
お
い
て
、
医
師
は
患
者

の
健
康
を
回
復
す
る
職
業
的
使
命
を
有
し
、
そ
の
た
め
の
専
門
的
知

識
・
技
能
を
有
す
る
か
ら
と
い
っ
て
、
い
つ
で
も
自
己
の
判
断
に
よ

り
あ
る
ゆ
る
治
療
行
為
が
出
来
る
の
で
は
な
く
て
、
多
く
の
場
面
で

は
医
師
の
治
療
行
為
を
受
け
る
か
否
か
の
最
終
的
選
択
が
患
者
の
側

に
あ
る
と
す
る
考
え
が
、
次
第
に
医
師
・
患
者
の
間
に
認
め
ら
れ
て

き
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
患
者
の
意
思
の
尊
重
が
、
い
わ
ゆ
る
患
者

の
自
己
決
定
権
と
い
わ
れ
る
内
容
で
あ
る
。
本
論
文
の
基
本
的
主
題

は
、
こ
の
自
己
決
定
権
の
法
的
構
成
の
試
み
に
あ
る
。

2

本
論
文
の
扱
う
治
療
過
誤
事
件
の
主
た
る
問
題
の
所

在
に
つ
い
て

　
ω
　
診
療
契
約
に
お
け
る
債
務
内
容
の
確
定
困
難

　
医
療
上
の
過
誤
な
い
し
事
故
に
お
け
る
患
者
よ
り
医
師
・
病
院
等

に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
は
、
多
く
不
法
行
為
な
い
し
診
療
契
約
上

の
債
務
不
履
行
（
不
完
全
履
行
）
を
根
拠
と
す
る
。
不
法
行
為
に
よ

る
従
来
の
構
成
に
対
し
て
、
近
時
学
説
・
判
例
に
は
債
務
不
履
行
の

構
成
に
よ
る
も
の
が
増
加
し
つ
つ
あ
る
。

　
診
療
行
為
が
、
患
者
と
医
師
な
い
し
病
院
と
の
診
療
契
約
に
基
づ

い
て
行
わ
れ
る
通
常
の
場
合
に
は
、
こ
れ
を
契
約
関
係
に
お
け
る
事

故
な
い
し
傷
害
行
為
と
し
て
契
約
上
の
責
任
と
し
て
理
解
す
る
の
が
、

事
実
関
係
に
即
応
し
た
見
方
で
あ
ろ
う
（
も
と
よ
り
不
法
行
為
責
任

と
の
請
求
権
競
合
の
問
題
は
あ
る
）
。
た
だ
し
診
療
行
為
の
性
質
ヒ
、
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こ
れ
を
契
約
責
任
と
解
し
て
も
医
師
の
契
約
上
の
義
務
は
、
救
命
や

治
癒
と
い
う
単
純
な
結
果
債
務
と
見
る
こ
と
は
出
来
ず
、
病
状
に
応

じ
て
善
管
注
意
を
尽
く
し
て
診
療
す
る
、
い
わ
ゆ
る
手
段
債
務
で
あ

る
か
ら
、
そ
の
義
務
の
内
容
は
時
と
場
合
に
応
じ
て
千
差
万
別
で
あ

っ
て
、
そ
の
債
務
の
内
容
を
決
定
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
す

な
わ
ち
診
療
契
約
の
法
的
処
理
は
、
従
来
の
債
務
不
履
行
・
不
完
全

履
行
論
の
杓
子
定
規
的
な
適
用
で
は
不
可
能
な
場
面
で
あ
る
。

　
こ
こ
に
お
い
て
現
実
に
起
こ
っ
た
、
ま
た
起
こ
り
得
る
諸
事
例
の

慎
重
な
検
討
を
通
じ
て
、
そ
の
法
的
処
理
の
当
否
を
具
体
的
に
考
察

す
る
手
法
が
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
く
る
。
こ
の
よ
う
な
研
究
の
必

要
性
は
し
だ
い
に
一
般
的
に
認
め
ら
れ
て
き
て
い
る
が
、
わ
が
国
に

お
い
て
は
な
お
判
例
の
集
積
が
不
足
し
て
お
り
、
具
体
的
事
例
を
通

し
て
研
究
を
進
め
る
こ
と
は
今
後
の
課
題
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

ド
イ
ツ
に
お
い
て
従
来
積
み
上
げ
ら
れ
た
膨
大
な
判
例
理
論
を
整
理

検
討
す
る
と
い
う
河
原
論
文
の
手
法
が
有
意
義
な
所
以
で
あ
る
。
た

だ
し
こ
の
こ
と
は
言
う
は
易
し
く
て
、
実
際
に
行
う
の
は
極
め
て
困

難
な
課
題
で
あ
る
。
現
代
医
学
の
時
々
刻
こ
く
の
技
術
的
発
展
と
そ

の
専
門
分
化
の
傾
向
に
直
面
し
て
、
こ
れ
を
法
律
学
が
体
系
的
に
把

握
し
現
実
の
事
件
を
適
切
に
処
理
す
る
こ
と
は
、
容
易
で
な
い
。
医

学
と
法
律
学
と
が
連
係
し
て
こ
れ
に
当
た
る
べ
き
今
後
の
重
大
で
困

難
な
課
題
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。

　
②
　
医
師
の
説
明
と
患
者
の
同
意
の
問
題

　
診
療
行
為
に
於
け
る
医
師
の
診
療
、
と
く
に
手
術
・
麻
酔
の
よ
う

な
侵
襲
と
こ
れ
に
つ
い
て
の
患
者
側
の
同
意
の
法
的
意
味
つ
い
て
は
、

違
法
性
阻
却
事
由
の
問
題
と
し
て
従
来
論
議
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
医
師
と
患
者
と
の
診
療
契
約
の
面
で
こ
れ
を
見
る
時
、
医

師
と
患
者
と
の
信
頼
関
係
に
基
づ
く
医
療
に
お
い
て
、
単
な
る
違
法

性
の
問
題
に
止
ま
ら
な
い
基
本
的
原
理
に
か
か
わ
る
間
題
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
診
療
関
係
は
、
患
者
の
生
命
・
健
康
・
自
由
と
い
う
基

本
的
人
格
的
利
益
の
保
護
を
究
極
の
目
的
と
す
る
医
師
と
患
者
と
の

結
び
つ
き
で
あ
る
が
、
診
療
行
為
が
本
来
的
に
患
者
の
か
か
る
基
本

的
利
益
に
重
大
か
つ
決
定
的
な
危
険
を
は
ら
む
性
質
の
も
の
で
あ
る

故
に
、
診
療
行
為
に
つ
い
て
医
師
は
専
断
的
な
自
由
を
持
つ
も
の
で

は
な
く
、
患
者
も
ま
た
単
な
る
診
療
の
客
体
と
し
て
の
対
象
に
止
ま

る
も
の
で
は
な
い
。

　
医
師
に
は
専
門
的
知
識
と
技
能
に
よ
り
患
者
の
生
命
・
健
康
の
維

持
回
復
に
勤
め
る
べ
き
公
法
上
・
私
法
上
の
義
務
あ
る
こ
と
は
無
論

で
あ
る
が
、
患
者
も
ま
た
自
己
の
人
格
的
利
益
の
主
体
と
し
て
、
医

師
の
診
療
活
動
に
協
力
す
べ
き
立
場
に
あ
る
。
医
療
は
医
師
と
患
者

と
の
独
特
の
信
頼
関
係
、
と
く
に
患
者
の
主
体
的
協
力
な
し
に
は
、

本
来
不
可
能
な
行
為
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。

　
診
療
関
係
に
お
け
る
こ
の
信
頼
関
係
は
、
医
師
側
の
患
者
に
体
す
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る
説
明
と
、
患
者
側
の
医
師
に
対
す
る
同
意
の
問
題
に
お
い
て
端
的

に
現
れ
る
こ
と
と
な
る
。
河
原
論
文
は
、
こ
の
問
題
を
、
各
種
の
診

療
関
係
の
各
段
階
・
各
場
面
に
つ
い
て
詳
細
に
分
析
し
検
討
す
る
。

3
　
本
論
文
の
概
要

　
ω
　
本
論
文
の
主
題
と
全
体
的
構
成

　
前
述
の
よ
う
に
、
医
師
と
の
治
療
関
係
に
お
い
て
、
治
療
行
為
の

選
択
・
決
定
に
つ
い
て
の
患
者
の
意
思
の
尊
重
1
い
わ
ゆ
る
患
者

の
自
己
決
定
権
ー
の
法
的
理
論
構
造
の
解
明
が
、
本
論
文
の
主
題

で
あ
る
。
こ
の
主
題
を
め
ぐ
っ
て
論
文
は
次
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
て

い
る
。

　
②
　
医
師
の
説
明
義
務
の
範
囲
・
内
容
・
種
類
と
法
的
性
質

　
患
者
が
医
師
の
行
う
治
療
行
為
の
選
択
・
決
定
に
関
与
す
る
た
め

に
は
、
医
師
の
側
よ
り
患
者
に
対
す
る
専
門
的
知
識
・
情
報
の
提
供

－
説
明
ー
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
医
師
に
義

務
づ
け
ら
れ
る
説
明
の
種
類
と
範
囲
そ
し
て
そ
の
法
的
性
質
が
第
一

に
問
題
と
さ
れ
る
（
本
論
第
1
章
）
。
論
者
は
日
独
両
国
の
従
来
の

学
説
に
よ
る
説
明
の
分
類
を
紹
介
し
、
診
断
説
明
・
保
護
説
明
・
自

己
決
定
の
た
め
の
説
明
　
　
危
険
説
明
ー
を
区
別
し
、
本
論
文
の

中
心
課
題
と
な
る
自
己
決
定
の
た
め
の
説
明
と
患
者
の
同
意
と
の
関

係
を
論
ず
る
（
第
2
章
・
第
3
章
）
。

　
③
　
同
意
の
法
的
意
味
内
容
と
そ
の
法
的
性
質
（
第
4
章
）

　
患
者
の
医
師
に
対
す
る
同
意
の
意
味
内
容
と
そ
の
法
的
性
質
ま
た

意
思
表
示
と
し
て
の
同
意
と
の
関
係
や
差
異
が
検
討
さ
れ
る
。
同
意

能
力
の
有
無
を
判
定
す
る
基
準
と
し
て
の
意
思
能
力
そ
の
他
の
事
情

（
侵
襲
の
重
大
性
と
緊
急
性
）
の
考
察
と
法
律
行
為
制
度
と
の
対
比

が
な
さ
れ
る
。
ま
た
同
意
能
力
あ
る
患
者
か
ら
同
意
を
得
る
こ
と
が

で
き
な
い
場
合
に
お
け
る
推
定
的
同
意
の
法
理
が
認
め
ら
れ
る
た
め

の
諸
要
件
の
検
討
。
ま
た
同
意
の
撤
回
の
意
味
と
そ
の
法
的
効
果
に

つ
い
て
。

　
㈲
　
自
己
決
定
の
た
め
の
説
明
に
つ
い
て
（
第
4
章
・
第
5
章
）

　
　
　
、

　
　
12

、
34

説
明
の
範
囲
の
確
定
…
経
過
説
明
、
代
替
治
療
説
明
と
の

関
連
の
考
察
。

自
己
決
定
の
核
心
と
な
る
危
険
説
明
に
つ
い
て
…
そ
の
範

囲
・
条
件
・
決
定
基
準
の
検
討
。
危
険
の
典
型
性
・
危
険

の
程
度
・
侵
襲
の
緊
急
性
・
合
併
症
頻
度
・
患
者
の
理
解

力
・
経
験
等
々
の
基
準
ま
た
所
謂
「
合
理
的
患
者
」
の
概

念
を
め
ぐ
る
ド
イ
ツ
法
上
の
論
争
の
考
察
。

説
明
義
務
の
解
怠
と
侵
襲
の
違
法
性
な
ら
び
に
生
じ
た
傷

害
の
賠
償
範
囲
の
決
定
基
準
に
つ
い
て
。

説
明
義
務
の
保
護
法
益
と
し
て
の
患
者
の
肉
体
的
不
可
侵

性
と
患
者
の
意
思
の
重
視
の
観
点
、
専
断
的
治
療
行
為
に
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よ
る
健
康
利
益
と
自
己
決
定
利
益
と
の
二
重
平
行
的
侵
害

　
　
　
　
状
況
の
発
生
。
人
格
権
の
侵
害
と
し
て
の
自
己
決
定
侵
害

　
　
　
　
の
理
論
構
成
の
提
示
。

　
⑤
　
証
明
責
任
関
係
（
第
6
章
・
第
7
章
）

　
患
者
の
同
意
を
得
ず
に
侵
襲
を
実
施
し
た
場
合
に
お
け
る
「
適
法

な
選
択
的
態
様
」
に
関
す
る
医
師
側
の
抗
弁
、
同
抗
弁
の
合
理
性
と

実
務
上
の
必
要
性
の
検
討
。
同
抗
弁
と
仮
定
的
因
果
関
係
の
証
明
と

の
関
係
、
ま
た
患
者
の
治
療
拒
絶
の
合
理
性
の
判
断
基
準
と
挙
証
責

任
に
つ
い
て
。

　
⑥
　
治
療
契
約
上
の
付
随
義
務
と
し
て
の
診
療
記
録
作
成
義
務
の

問
題
。
そ
の
開
示
の
必
要
性
と
限
界
ま
た
記
録
の
な
い
事
項
の
処
理

（
第
7
章
）
。

　
ω
　
説
明
義
務
の
解
怠
と
損
害
倍
賞
請
求
権
の
消
滅
時
効
の
問
題

（
第
8
章
）
。
適
用
規
定
の
選
択
と
時
効
起
算
点
の
確
定
、
と
く
に
患

者
が
請
求
権
を
行
使
で
き
る
こ
と
を
知
る
こ
と
の
要
件
の
必
要
性
。

4
　
本
論
文
の
評
価

　
ω
　
本
論
文
は
、
医
師
と
患
者
の
診
療
・
治
療
関
係
に
お
け
る
精

神
的
要
め
と
も
い
う
べ
き
説
明
と
同
意
と
の
問
題
に
つ
い
て
、
実
務

上
の
各
種
ケ
ー
ス
ご
と
に
医
師
の
負
、
う
説
明
義
務
の
種
類
・
内
容
や

こ
れ
に
対
す
る
同
意
の
具
体
的
問
題
点
を
網
羅
的
に
追
求
し
丹
念
に

整
理
し
た
実
践
的
労
作
で
あ
る
。
判
例
の
集
積
の
少
な
い
わ
が
国
の

判
例
・
学
説
に
と
っ
て
、
ド
イ
ッ
民
法
上
の
実
務
に
積
み
上
げ
ら
れ

た
膨
大
な
判
例
理
論
を
詳
細
丹
念
に
紹
介
し
た
本
論
文
が
貴
重
な
資

料
的
意
義
を
持
つ
こ
と
は
疑
い
な
い
。

　
②
　
し
か
し
な
が
ら
、
問
題
の
領
域
が
広
大
に
わ
た
り
、
専
門
的

・
技
術
的
進
歩
が
著
し
い
現
代
医
学
の
当
面
す
る
医
療
過
誤
・
事
故

の
分
野
に
つ
い
て
、
個
別
的
複
雑
微
妙
な
事
例
が
集
積
さ
れ
る
に
つ

れ
て
、
そ
の
全
体
を
通
ず
る
責
任
理
論
の
構
築
が
困
難
の
度
を
加
え

る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
爆
発
的
に
増
大
し
つ
つ
あ
る
近
時
の

医
学
的
資
料
を
丹
念
に
追
跡
し
て
、
こ
れ
を
法
律
的
価
値
判
断
を
加

え
て
分
析
整
理
し
、
組
織
的
体
系
的
知
見
に
ま
で
高
め
る
作
業
は
、

言
う
は
易
し
く
て
行
う
は
実
に
至
難
の
作
業
で
あ
り
、
一
朝
一
夕
に

成
る
も
の
で
は
な
い
。

　
③
　
本
論
文
を
通
読
し
て
、
論
者
の
真
摯
実
直
な
研
究
態
度
は
、

そ
の
膨
大
な
資
料
の
集
積
・
整
理
と
あ
い
ま
っ
て
随
所
に
窺
わ
れ
る

が
、
具
体
個
別
的
な
論
点
が
拡
散
し
て
、
全
体
像
の
組
織
的
輪
郭
が

な
お
判
然
と
せ
ず
、
わ
が
国
の
研
究
に
先
行
す
る
ド
イ
ツ
法
学
の
判

例
・
学
説
の
詳
細
な
追
跡
に
止
ま
り
、
論
者
の
目
指
す
説
明
と
同
意

の
法
理
論
的
構
造
解
明
は
、
わ
が
民
法
解
釈
論
と
し
て
は
、
な
お
完

成
の
途
上
に
あ
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
上
記

の
困
難
な
作
業
に
長
期
間
に
渡
る
真
摯
な
労
力
を
尽
く
し
て
、
あ
え
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て
挑
戦
し
つ
つ
あ
る
論
者
に
課
せ
ら
れ
た
難
問
の
必
然
的
な
結
果
と

言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
㈲
　
本
論
文
に
於
け
る
具
体
的
課
題
の
指
摘
と
し
て
以
下
の
諸
点

が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

　
↑
り
　
実
体
法
上
の
問
題
と
し
て
。

　
ま
ず
第
3
章
第
2
節
以
下
に
扱
う
「
同
意
の
法
的
性
質
」
論
は
、

従
来
の
意
思
表
示
理
論
と
の
関
連
か
ら
見
て
、
極
め
て
興
味
深
い
問

題
提
起
で
あ
る
が
、
諸
説
の
比
較
検
討
に
止
ま
り
、
自
説
の
展
開
が

不
十
分
に
終
わ
っ
て
い
る
憾
み
が
あ
る
。
同
意
・
承
認
等
の
法
理
的

解
明
は
民
法
学
上
の
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
本
論
文
は
こ
の
点
を
解

明
す
る
一
つ
の
機
縁
と
も
な
り
得
る
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
惜
し
ま

れ
る
点
で
あ
る
。

　
ま
た
第
4
章
以
下
の
患
者
の
「
自
己
決
定
」
の
た
め
の
説
明
に
つ

い
て
は
、
こ
の
自
己
決
定
権
こ
そ
が
本
論
文
に
お
け
る
論
者
の
基
本

的
構
想
の
主
題
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
こ
の
自
己
決
定
権
そ
れ
自
体
の

考
察
を
よ
り
基
本
的
に
纏
め
た
立
論
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
な
し
に

自
己
決
定
権
の
侵
害
を
理
論
構
成
す
る
こ
と
は
、
本
論
文
の
範
囲
で

は
な
お
不
十
分
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
比
較
法
と
解
釈
学
と
の
観
点
よ
り
す
れ
ば
契
約
・
不
法
行
為

制
度
の
日
独
両
制
度
の
精
密
な
比
較
検
討
が
不
可
欠
で
あ
り
、
ド
イ

ツ
法
の
判
例
理
論
が
そ
の
ま
ま
に
日
本
民
法
の
解
釈
論
に
流
用
さ
れ

る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
本
論
文
に
お
け
る
論
者
の
比
較

法
的
研
究
成
果
が
日
本
法
学
の
進
展
に
今
後
い
か
に
生
か
さ
れ
て
行

く
か
を
期
待
し
つ
つ
見
守
り
た
い
と
思
う
。

　
回
　
訴
訟
法
上
の
問
題
と
し
て
。

　
本
論
文
が
医
師
の
説
明
と
患
者
の
同
意
と
い
う
実
体
法
の
課
題
を

中
心
に
取
り
上
げ
な
が
ら
、
訴
訟
の
場
面
を
考
慮
に
入
れ
て
、
医
師

の
責
任
を
証
明
責
任
の
視
点
か
ら
も
考
察
し
て
い
る
点
は
、
こ
の
問

題
を
多
角
的
か
つ
実
践
的
に
考
察
し
た
も
の
と
し
て
評
価
で
き
る
。

但
し
本
論
文
が
最
近
の
ド
イ
ツ
の
諸
説
を
参
考
と
し
て
証
明
責
任
を

論
じ
て
は
い
る
が
、
こ
の
証
明
責
任
に
つ
い
て
は
、
日
独
両
法
の
民

事
訴
訟
法
学
に
お
い
て
精
緻
な
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
そ
の
よ
う
な
議
論
の
経
過
や
展
開
の
状
況
に
注
目
し
た
考
察

が
、
本
論
文
に
お
い
て
も
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
と
く
に
本
論
文
が
、
証
明
責
任
の
内
容
・
分
配
を
い
か
に
決
定
す

る
か
の
原
則
に
関
す
る
根
本
的
課
題
に
言
及
す
る
こ
と
な
く
、
も
っ

ぱ
ら
こ
こ
に
取
り
上
げ
た
諸
説
の
見
解
に
依
拠
し
て
自
説
を
構
成
す

る
に
終
わ
っ
た
点
が
惜
し
ま
れ
る
。
か
か
る
訴
訟
法
上
の
根
本
問
題

に
つ
い
て
、
こ
の
具
体
的
領
域
に
お
い
て
論
者
が
い
か
な
る
態
度
決

定
を
す
る
か
を
今
後
の
研
究
に
期
待
し
た
い
。

　
㈲
　
上
記
の
諸
点
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
民
事
法
の
諸
制
度
の
理

論
的
関
連
に
お
い
て
、
論
者
の
今
後
の
研
究
の
更
な
る
展
開
を
待
つ
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将
来
の
課
題
と
言
う
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
反
面
に
お
い
て

論
者
が
一
定
の
既
存
の
法
理
論
的
枠
組
み
を
、
現
実
に
生
起
す
る
千

差
万
別
の
症
例
に
機
械
的
に
適
用
す
る
こ
と
な
く
、
具
体
個
別
的
な

判
例
理
論
の
積
み
重
ね
の
中
に
、
今
後
あ
る
べ
き
法
理
論
の
構
築
を

求
め
つ
つ
、
適
切
妥
当
な
解
決
を
模
索
す
る
研
究
姿
勢
の
反
映
で
も

あ
る
。

　
⑥
　
と
り
わ
け
論
者
の
取
り
組
む
医
療
過
誤
の
分
野
に
お
い
て
は
、

こ
の
よ
う
な
地
道
で
丹
念
な
研
究
が
当
面
報
い
少
な
い
と
し
て
も
、

長
期
に
わ
た
り
多
く
の
研
究
者
の
努
力
が
継
続
し
積
み
重
ね
ら
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
日
々
進
歩
す
る
技
術
的
・
施
設
的

特
質
を
持
つ
医
療
過
誤
・
事
故
の
分
野
を
、
全
面
的
に
カ
バ
ー
す
る

法
学
上
の
業
績
は
、
現
在
の
段
階
に
お
い
て
は
何
人
に
も
期
待
で
き

な
い
の
で
あ
り
、
軽
率
に
早
急
安
易
な
結
論
を
求
め
る
こ
と
は
、
学

問
の
着
実
な
発
展
の
た
め
に
は
む
し
ろ
有
害
で
す
ら
あ
ろ
う
。
こ
の

意
味
で
本
論
文
の
経
過
的
意
義
は
過
小
評
価
す
る
べ
き
で
は
な
い
。

　
の
　
本
論
文
の
価
値
は
、
論
者
の
究
極
の
目
論
見
と
す
る
理
論
の

総
合
化
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
前
提
と
し
て
の
理
論
状
況
に
お

い
て
、
医
師
と
患
者
と
の
あ
る
べ
き
将
来
の
信
頼
関
係
に
視
点
を
集

中
し
つ
つ
、
過
去
よ
り
現
在
に
至
る
数
多
く
の
判
例
・
学
説
の
検
討

を
通
じ
て
個
別
具
体
的
論
点
を
可
能
な
限
り
摘
出
し
提
示
し
た
点
に

あ
り
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
本
論
文
が
現
在
の
わ
が
国
の
学
問
・
実

務
に
顕
著
な
貢
献
を
果
た
し
た
事
実
に
あ
る
と
考
え
る
。

5
　
結
　
論

　
以
上
の
審
査
検
討
を
経
て
、
審
査
員
各
員
は
全
員
一
致
を
以
て
河

原
格
君
の
学
位
請
求
論
文
に
つ
き
、
法
学
博
士
（
慶
鷹
義
塾
）
の
学

位
を
授
与
す
る
に
相
当
な
も
の
で
あ
る
と
判
定
す
る
。

　
平
成
八
年
八
月
三
〇
日

主
査

副
査

副
査

慶
慮
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員
法
学
博
士

慶
慮
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員
法
学
博
士

慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員
法
学
博
士

内
池
慶
四
郎

坂
原
　
正
夫

池
田
　
真
朗
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